
国府台災害対応マニュアル及び各家庭備蓄品チェックシート 

令和 6 年 10 月 1 日 

国府台町内会 

国府台災害対応マニュアル及び各家庭備蓄品チェックシートを配布します． 

❑ 対応マニュアルにしたがって各家庭での災害対応行動について確認してください． 

❑ 備蓄品チェックシートにもとづいて各家庭の備蓄品を確認してください． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初動対応の基本は，隣近所・班・隣班における相互援助です． 

建屋の損壊・家具の倒壊による閉じ込めおよび出火に対しては， 

隣近所で協力して初期救助・初期消火をおこないましょう． 

 

日頃から家庭内および隣近所で初動対応について確認しておきましょう 

地震発生時における初動対応 

国府台における中期災害対応の基本は 

自助による自宅待機 です． 

各家庭における備蓄品等の備えを確認しましょう． 

❑ 国府台ふれあいドームは，市指定の避難場所ではありません． 

❑ 国府台ふれあいドームに，水及び食糧，災害用トイレの備蓄はありません． 

（予備的には備蓄がありますが，少量です．） 

❑ 市指定避難所である国府小学校或いは国府中学校への国府台からの避難は，現実

的ではありません． 

❑ 市指定避難所からの水及び食糧の配布はありません． 

（避難者が優先となります．） 

❑ 市全体の医療体制が混乱した状況において，医療支援が必要な場合に備えて，

個々で十分に準備をしましょう． 

❑ 上水の断水のみばかりではなく，下水の使用停止にも備えましょう． 

❑ 停電に備えて，電気が来なくとも最低限度の生活ができるようにしましょう． 

国府台における中期災害対応



令和 6 年 10 月 1 日国府台町内会 

各家庭の備えの点検シート  

 第 1回点検実施日    年   月   日  

 

 

各家庭における情報の共有行動 

連絡・帰宅 備えの確認 医療情報など 
近所との相互協力・ 

情報共有 

 緊急時の連絡方法を

話し合っている． 

 帰宅できないときの

対応を話し合ってい

る． 

 河川氾濫の時の帰宅

迂回路を確認してい

る． 

 みなで外出していたと

きの対応を話し合って

いる． 

 備蓄品の収納は見え

る化されている． 

 備蓄品の置き場所を

みなで確認している． 

 万が一に子供たちだ

けが家にいる場合に，

備蓄品や備品の場所

がわかるように話をし

ている． 

 ローリングストックにつ

いて話し合っている． 

 災害時等の医療につ

いて家庭内において

話し合っている． 

 災害時の医療につい

て医療機関との情報

の共有がなされてい

る． 

 万が一に 3 日間病院

にいけなくとも大丈夫

である． 

 近所の人と緊急時に

連絡が取れる． 

 子供たち或いは高齢

者の方だけが家にい

て災害が起こったとき

に，子供たち或いは高

齢者の方の面倒をお

願いできる方がいる． 

 近所に高齢者だけの

ご家庭があるか否か

を知っている． 

 仕事の都合で災害時

に家を空けることにな

る場合には，その旨を

近所に伝えてある． 

各家庭における日頃の備え・点検行動 

各家庭の備え 近所との連携 

 家庭内安全（避難）ゾ

ーン（避難）を設け

て，家族で確認して

いる． 

 家具の固定をおこな

っている． 

 棚や家具の上に重い

ものを置いていな

い． 

 最低 2 本の消火器が

備えてある（玄関と

キッチン）．  

 近隣での消火或いは

初期救助の協力がで

きる． 

 消火栓の位置を確認

している． 

 隣の家には消火器が

あることを確認して

いる． 

各家庭における備蓄品 

水及び食糧 
コンロ，電灯，充電電源，

暖房器具 
衛生用品及び医薬品 

高齢の方或いは子ども

用のもの 

 飲料水:一人あたり 9 
L  （3 L×3日分） 

 雑用水：一人あたり
4.5 L 

 レトルトご飯 
 レトルト食品 
 缶詰 
 アルファ米 
 紙コップ及び紙皿 
 果物の缶詰 
 粉ミルク 
 チョコレート 
 ビスケット 

 LED 電灯 
 電池式ラジオ 
 電池 
 カセットコンロ 
 カセットボンベ 6本 
 電気を必要としない

暖房器具 
 水タンク 
 携帯電話充電電源 
 ポータブル電源（在

宅医療等で必要な
場合は必須） 

 災害用トイレ 
 医薬品 
 衛生生理用品 
 トイレットペーパー 
 ティッシュペーパー 
 ウェットティッシュ 
 予備眼鏡 
 使い捨て手袋 

 粉ミルク 
 柔らかいティッシュ 
 食べやすい備蓄食

料 
 入れ歯洗浄剤 
 疾患の方の特殊な

食糧 
 栄養補助食品 



令和 6 年 10 月 1 日国府台町内会 

各家庭の備えの点検シート  

 第 2 回点検実施日    年   月   日  

 

各家庭における情報の共有行動 

連絡・帰宅 備えの確認 医療情報など 
近所との相互協力・ 

情報共有 

 緊急時の連絡方法を

話し合っている． 

 帰宅できないときの

対応を話し合ってい

る． 

 河川氾濫の時の帰宅

迂回路を確認してい

る． 

 みなで外出していたと

きの対応を話し合って

いる． 

 備蓄品の収納は見え

る化されている． 

 備蓄品の置き場所を

みなで確認している． 

 万が一に子供たちだ

けが家にいる場合に，

備蓄品や備品の場所

がわかるように話をし

ている． 

 ローリングストックにつ

いて話し合っている． 

 災害時等の医療につ

いて家庭内において

話し合っている． 

 災害時の医療につい

て医療機関との情報

の共有がなされてい

る． 

 万が一に 3 日間病院

にいけなくとも大丈夫

である． 

 近所の人と緊急時に

連絡が取れる． 

 子供たち或いは高齢

者の方だけが家にい

て災害が起こったとき

に，子供たち或いは高

齢者の方の面倒をお

願いできる方がいる． 

 近所に高齢者だけの

ご家庭があるか否か

を知っている． 

 仕事の都合で災害時

に家を空けることにな

る場合には，その旨を

近所に伝えてある． 

各家庭における日頃の備え・点検行動 

各家庭の備え 近所との連携 

 家庭内安全（避難）

ゾーンを設けて，家

族で確認している． 

 家具の固定をおこな

っている． 

 棚や家具の上に重い

ものを置いていな

い． 

 最低 2 本の消火器が

備えてある（玄関と

キッチン）．  

 近隣での消火或いは

初期救助の協力がで

きる． 

 消火栓の位置を確認

している． 

 隣の家には消火器が

あることを確認して

いる． 

各家庭における備蓄品 

水及び食糧 
コンロ，電灯，充電電源，

暖房器具 
衛生用品及び医薬品 

高齢の方或いは子ども

用のもの 

 飲料水:一人あたり 9 
L  （3 L×3日分） 

 雑用水：一人あたり
4.5 L 

 レトルトご飯 
 レトルト食品 
 缶詰 
 アルファ米 
 紙コップ及び紙皿 
 果物の缶詰 
 粉ミルク 
 チョコレート 
 ビスケット 

 LED 電灯 
 電池式ラジオ 
 電池 
 カセットコンロ 
 カセットボンベ 6本 
 電気を必要としない

暖房器具 
 水タンク 
 携帯電話充電電源 
 ポータブル電源（在

宅医療等で必要な
場合は必須） 

 災害用トイレ 
 医薬品 
 衛生生理用品 
 トイレットペーパー 
 ティッシュペーパー 
 ウェットティッシュ 
 予備眼鏡 
 使い捨て手袋 

 粉ミルク 
 柔らかいティッシュ 
 食べやすい備蓄食

料 
 入れ歯洗浄剤 
 疾患の方の特殊な

食糧 
 栄養補助食品 



令和 6 年 10 月 1 日国府台町内会 

国府台地震災害対応マニュアル -各家庭- 

国府台における地震災害対応の基本 想定震度 6 弱－6 強 

災害内容 各家庭での対応 町内会での対応 

家具倒壊及び閉じ込め ⚫ 助けを求める・119 番通報 ⚫ 協力して救助活動・119 番通報の確認 

小規模火災 
⚫ 助けを求める・119 番通報 

⚫ 消火器を用いた初期消火 

⚫ 協力して消火器あるいは初期消火設備を用

いて消火活動 

⚫ 119 番通報の確認 

小規模な土砂災害及び倒木等 ⚫ 町内会への連絡 ⚫ 通行禁止及び立ち入り禁止措置 

停電 
⚫ 暖房器具等の対応 

⚫ 個々の電気器具の管理 
⚫ ふれあいドームでの給電対応 

断水及び下水処理停止 
⚫ 備蓄水の計画的使用 

⚫ 災害用トイレの使用 

⚫ 非常用飲料水の配布 

⚫ 災害用トイレの配布 

各家庭が備える備蓄品 

水及び食糧 設備 コンロ，電灯，充電電源，暖房器具 衛生用品及び医薬品 

⚫ 飲料水:一人あたり 9 L 

（3 L×3日分） 

⚫ レトルト食品，缶詰，アルファ米 

⚫ 紙コップ及び紙皿 

⚫ 消火器 

⚫ LED 電灯と電池 

⚫ カセットコンロと燃料 

⚫ 携帯電話充電電源 

⚫ 電気を必要としない暖房器

具 

⚫ ポータブル電源（医療等で

必要時） 

⚫ 災害用トイレ 

⚫ 医薬品・生理衛生用品 

⚫ トイレットペーパー及びティッシ

ュペーパー 

⚫ 予備眼鏡 

各家庭における日頃の備え・点検 

各家庭 各班 

⚫ 家具の固定 

⚫ 家庭内安全（避難）ゾーン

の設定と確認 

⚫ 非常用備蓄品の確認 

⚫ 消火器の確認 

⚫ 帰宅困難時の対応の確認 

⚫ 家族内の災害時の連絡方法

を確認 

⚫ 日頃から防災の情報を収集 

⚫ 医療支援体制の確認 

⚫ 班員への声かけ 

⚫ 安否確認の方法の確認 

⚫ 傾斜部等の見回り 

⚫ 倒木等の確認と対応 

⚫ 消火栓の確認 

 

各家庭及び各班における地震災害対応行動 -マイタイムライン- 

 経過時間 各家庭及び個人における行動 各班における対応行動 

初動 地震発生 
⚫ 倒れてくる家具や落下物のある場所を避け

家庭内安全ゾーンに避難する 

⚫ 可能であれば，逃げ道を確保する 
 

初動対応 ～3分 

⚫ 落ち着いて状況を把握する 

⚫ 家族の安全を確認する 

⚫ ⽕の始末をおこなう 

⚫ ドアや窓を開けて逃げ道を確保する 

⚫ 閉じ込められたら叫ぶ・何かをたたく等で助

けを求める． 

 

初動対応 

⚫ 屋外に出て隣近所で安否確認をおこなう 

⚫ 屋外に出られない場合には，大声で救助を求

める． 

⚫ 初動救助および初期消火を隣近所・班員と協

力しながらおこなう 

⚫ ガスの元栓を閉める 

⚫ 必要であれば電気のブレーカーを切る 

⚫ 班員および隣班員が協力して初期救助およ

び初期消火活動をおこなう 

⚫ 消火活動等で助けが必要な場合には，さらに

救援をもとめる 

⚫ 保育園児，児童，および生徒の帰宅状況を確

認する 

初期対応 

⚫ 自宅の安全な場所で待機する 

⚫ 班及び区の災害対応運営に協力する 

⚫ 必要であれば，指定避難所に避難する 

→班責任者へ避難の連絡をする 

⚫ 町外への避難時は避難先の表示をおこなう 

⚫ 班責任者及び情報報告(収集)場所を決める 

⚫ 班員の安否情報を収集確認し，対応本部に連

絡する 

⚫ 町外への避難者を把握する 

⚫ 町外からの避難者を把握する 

中期対応 
⚫ できうる限りは自助で自宅待機する 

⚫ 必要に応じ，救援物資を受け取る 

⚫ 備蓄物資および救援物資等の配布をおこな

う 



令和 6 年 10 月 1 日国府台町内会 

国府台地震災害対応マニュアル -町内会- 

国府台における地震災害対応の基本 想定震度 6 弱－6 強 

災害内容 各家庭での対応 町内会での対応 

家具倒壊及び閉じ込め ⚫ 助けを求める・119 番通報 ⚫ 協力して救助活動・119 番通報の確認 

小規模火災 
⚫ 助けを求める・119 番通報 

⚫ 消火器を用いた初期消火 

⚫ 協力して消火器あるいはは初期消火設備を

用いて消火活動・119 番通報の確認 

小規模な土砂災害及び倒木等 ⚫ 町内会への連絡 ⚫ 通行禁止及び立ち入り禁止措置 

停電 
⚫ 暖房器具等の対応 

⚫ 個々の電気器具の管理 
⚫ ふれあいドームでの給電対応 

断水及び下水処理停止 
⚫ 備蓄水の計画的使用 

⚫ 災害用トイレの使用 

⚫ 非常用飲料水の配布 

⚫ 災害用トイレの配布 

国府台町内会が備える備蓄品 

水及び食糧 設備 コンロ，電灯，充電電源，暖房器具 衛生用品及び医薬品 

⚫ 飲料水:一人あたり 9 L 

（3 L×3日分） を 100 人分 

⚫ アルファ米 

⚫ 紙コップ及び紙皿 

⚫ 非常用発電機と燃料 

⚫ 非常用 LED 灯 

⚫ 消火器及び初期消火設備 

⚫ 大型工具 

⚫ LED 電灯と電池 

⚫ カセットコンロと燃料 

⚫ 災害用トイレ 

⚫ トイレットペーパー 

国府台町内会における日頃の備え・点検 

各区 町内会 

⚫ 班員への声掛け 

⚫ 傾斜部等の見回り 

⚫ 倒木等の確認と対応 

 ⚫ 非常用備蓄品の確認 

⚫ 消火器及び初期消火設備

の確認 

⚫ 発電機及び非常 LED灯の

確認 

⚫ 停電時用暖房器具の確認 

⚫ 傾斜部等の見回り 

⚫ 倒木等の確認と対応 

各区及び町内会における地震災害対応行動 -町内会タイムライン- 

 経過時間 各区における行動 町内会の対応行動 

発災 地震発生   

初動対応 ～3分   

初動対応 

⚫ 初期救助および初期消火対応にあたるとと

もに，必要な救援を求める 

⚫ 区情報統括責任者及び情報収集場所を決め

る 

⚫ 夜間停電時は非常灯を持ち寄る 

⚫ 町内会本部に対応体制及び状況を報告する 

⚫ 各班員の罹災・安否確認情報を収集する 

⚫ 要支援者の安否確認をおこなう 

⚫ 初期救助および初期消火対応にあたる． 

⚫ 役員は，ふれあいドームに集合する 

⚫ 町内会責任者を決め，対応本部を立ち上げる 

（各担当責任者を決める） 

⚫ 夜間停電時は発電機の設置及び非常灯の点

灯をおこなう 

⚫ 各区の状況を把握し，人員配置の対応をおこ

なう 

⚫ 各区の罹災・安否情報の統括収集をおこなう 

初期対応 

⚫ 初期救助および初期消火活動を継続し，おこ

なう 

⚫ 各班員の安否情報を収集する 

⚫ 保育園児，児童，及び生徒の帰宅状況を確認

する 

⚫ 町外への避難者情報を把握する 

⚫ 町外からの避難者情報を把握する 

⚫ 初期救助および初期消火活動の状況を把握

する 

⚫ 安否情報を収集し，必要な対応をおこなう 

⚫ 保育園児，児童，及び生徒の帰宅状況を確認

する．→必要な対応を継続する 

⚫ 町外への避難者情報を統括把握する 

⚫ 町外からの避難者情報を統括把握する 

⚫ 備蓄物資の配布準備をおこなう 

中期対応 
⚫ 必要に応じ，備蓄物資及び救援物資の配布を

おこなう 

⚫ 必要に応じ，備蓄物資及び救援物資の配布を

おこなう 

⚫ 備蓄物資及び救援物資の数量管理をおこな

う 

⚫ 急病人等への対応体制の確認をおこなう． 

 



令和 6 年 10 月 1 日国府台町内会  

国府台河川氾濫土砂災害対応マニュアル -各家庭- 

国府台における河川氾濫土砂災害対応の基本 

災害内容 各家庭での対応 町内会での対応 

周辺地区(埴田，古府，河田．八

里，和気)における河川氾濫 

⚫ 外出の制限 

⚫ 帰宅困難家族への対応 

⚫ 小中学生への対応 

⇒PTA，児童クラブ，及び町内会と連携して対応 

⚫ 帰宅困難小中学生への対応補助 

⇒PTA及び児童クラブと連携して対応 

⚫ 救急体制の確認 

小規模な土砂災害及び倒木等 ⚫ 町内会への連絡 
⚫ 通行禁止及び立ち入り禁止措置 

⚫ 警察及び市への連絡 

河川氾濫等にともなう停電 
⚫ 暖房器具等の対応 

⚫ 個々の電気器具の管理 
⚫ ふれあいドームでの給電対応 

河川氾濫等にともなう断水及び

下水処理停止 

⚫ 備蓄水の計画的使用 

⚫ 災害用トイレの使用 

⚫ 非常用飲料水の配布 

⚫ 災害用トイレの配布 

各家庭が備える備蓄品 

水及び食糧 設備 コンロ，電灯，充電電源，暖房器具 衛生用品及び医薬品 

⚫ 飲料水:一人あたり 9 L 

（3 L×3日分） 

⚫ レトルト食品，缶詰，アルファ米 

⚫ 紙コップ及び紙皿 

⚫ 消火器 

⚫ LED 電灯と電池 

⚫ カセットコンロと燃料 

⚫ 携帯電話充電電源 

⚫ 電気を必要としない暖房器具 

⚫ ポータブル電源（医療等で

必要時） 

⚫ 災害用トイレ 

⚫ 医薬品・衛生生理用品 

⚫ トイレットペーパー及びティッシ

ュペーパー 

⚫ 予備眼鏡 

各家庭における日頃の備え・点検  

各家庭 （地震対応と同じ） 各班 

⚫ 家具の固定 

⚫ 家庭内安全ゾーンの形成と

確認 

⚫ 非常用備蓄品の確認 

⚫ 消火器の確認 

⚫ 帰宅困難時の対応の確認 

⚫ 家族内の災害時の連絡方法

を確認 

⚫ 日頃から防災の情報を収集 

⚫ 医療支援体制の確認 

⚫ 班員への声かけ 

⚫ 安否確認の方法の確認 

⚫ 傾斜部等の見回り 

⚫ 倒木等の確認と対応 

 

各家庭及び各班における河川氾濫土砂災害対応行動 -マイタイムライン- 

 経過時間 各家庭及び個人における行動 各班における対応行動 

大雨・台風の 

１～３日前 
レベル 1 

⚫ テレビやインターネットで天気予報をチェック

する． 

⚫ 家族の今後の予定や居場所を確認する． 

⚫ 帰宅困難時の対応を確認する． 

⚫ 家の周りの様子を確認する． 

⚫ 非常用備蓄品を確認する． 

⚫ 医薬品の備蓄を確認する． 

 

大雨注意報 レベル 2 

⚫ 携帯電話の充電を確認する． 

⚫ 天気情報を入手する． 

⚫ 町外からの避難者(受け入れ予定者)への連

絡をおこなう． 

 

大雨警報 

氾濫警戒情報 
レベル 3

⚫ インターネット，携帯電話，或いはテレビから雨

量情報を確認する． 

⚫ 町外からの避難者(親族等)の受け入れをお

こなう． 

⚫ 外出の是非を検討し，不要な外出をしない． 

 

大雨警報 

土砂災害 

警戒情報 

氾濫危険情報 

レベル 4

⚫ 携帯電話などで最新の状況を確認する． 

⚫ 自宅周辺の状況を確認しながら自宅で待機

する． 

⚫ 小中生帰宅困難時の対応をおこなう． 

⇒PTA・児童クラブ・町内会と連携 

⚫ 高齢者等の安否を確認・把握する． 

大雨特別警報 

氾濫発生情報 
レベル 5 ⚫ 安全を確保した上で，自宅で待機する． ⚫ 班員の安否を確認する． 

 



令和 6 年 10 月 1 日国府台町内会 

国府台河川氾濫土砂災害対応マニュアル -町内会- 

国府台における河川氾濫土砂災害対応の基本 

災害内容 各家庭での対応 町内会での対応 

周辺地区(埴田，古府，河田．八

里，和気)における河川氾濫 

⚫ 外出の制限 

⚫ 帰宅困難家族への対応 

特に小中学生への対応 

⇒PTA及び町内会と連携して対応 

⚫ 帰宅困難小中学生への対応補助 

⇒PTA及び児童クラブと連携して対応 

⚫ 国府台孤立時の救急体制の確認 

小規模な土砂災害及び倒木等 ⚫ 町内会への連絡 
⚫ 通行禁止及び立ち入り禁止措置 

⚫ 警察及び市への連絡 

河川氾濫等にともなう停電 
⚫ 暖房器具等の対応 

⚫ 個々の電気器具の管理 
⚫ ふれあいドームでの給電対応 

河川氾濫等にともなう断水及び

下水処理停止 

⚫ 備蓄水の計画的使用 

⚫ 災害用トイレの使用 

⚫ 非常用飲料水の配布 

⚫ 災害用トイレの配布 

国府台町内会が備える備蓄品 

水及び食糧 設備 コンロ，電灯，充電電源，暖房器具 衛生用品及び医薬品 

⚫ 飲料水:一人あたり 9 L 

（3 L×3日分） を 100 人分 

⚫ アルファ米 

⚫ 紙コップ及び紙皿 

⚫ 非常用発電機と燃料 

⚫ 非常用 LED 灯 

⚫ 消火器及び初期消火設備 

⚫ 大型工具 

⚫ LED 電灯と電池 

⚫ カセットコンロと燃料 

⚫ 災害用トイレ 

⚫ トイレットペーパー 

国府台町内会における日頃の備え・点検 

各区 町内会 

⚫ 班員への声掛け 

⚫ 傾斜部等の見回り 

⚫ 倒木等の確認と対応 

 ⚫ 非常用備蓄品の確認 

⚫ 消火器及び初期消火設備

の確認 

⚫ 発電機及び非常用 LED の

確認 

⚫ 傾斜部等の見回り 

⚫ 倒木等の確認と対応 

各区及び町内会における河川氾濫土砂災害対応行動 -町内会タイムライン- 

 経過時間 各区における行動 町内会の対応行動 

大雨・台風の 

１～３日前 
レベル 1   

大雨注意報 レベル 2   

大雨警報 

氾濫警戒情報 
レベル 3 ⚫ 小中学生帰宅状況を確認する． ⚫ 小中学生帰宅状況を確認する． 

大雨警報 

土砂災害 

警戒情報 

氾濫危険情報 

レベル 4

⚫ 各区周辺の状況を確認する． 

⚫ 高齢者等の安否を確認する． 

⚫ 町外からの避難者を確認する． 

⚫ 小中学生帰宅困難時の対応をおこなう． 

⇒PTA・児童クラブと連携 

⚫ 高齢者等の安否情報を統括把握する． 

⚫ 町内状況の把握・確認をおこなう． 

⚫ 町外からの避難者を把握・確認する． 

大雨特別警報 

氾濫発生情報 

レベル 5

⚫ 通行禁止及び立ち入り禁止措置をおこなう． 

⚫ 停電或いは断水発生時に対応本部と連絡を

取り対応する． 

（安全が確保できる状況を待っての行動） 

⚫ 町外からの避難者を確認する． 

⚫ 通行禁止及び立ち入り禁止措置をおこなう． 

⚫ 停電或いは断水発生時には対応本部で対応

する． 

（安全が確保できる状況を待っての行動） 

⚫ 町外からの避難者を把握・確認する． 

⚫ 市の医療支援体制を確認する． 

 



国府地区河川氾濫マップ

令和6年10月1日国府台町内会

出典：小松市洪水ハザードマップ
https://www.city.komatsu.lg.jp/material/files/group/8/01_kouzuihm_yama_omote_jpn.pdf

鍋谷川：急激な増水の危険あり

梯川・仏大寺川・滓上（かすかみ）川：急激な増水の危険あり



災害対応本部長
町内会長或いは代行者

副会長・総務部長・副総務部長

経理部長
広報部長
公民館長

国府台災害対応初動対応連絡網

令和6年10月1日国府台町内会

一丁目区長
或いは代行者

1班班長

3班班長

2班班長

11班班長

・
・
・
・

二丁目区長
或いは代行者

1班班長

3班班長

2班班長

8班班長

・
・
・
・

三丁目区長
或いは代行者

1班班長

3班班長

2班班長

7班班長

・
・
・
・

四丁目区長
或いは代行者

1班班長

3班班長

2班班長

8班班長

・
・
・
・

子
ど
も
会

白
寿
会

民生児童委員

 子ども会は，子供たちの在宅状況及び親の在宅状況を確認し，本部に報告する．

 白寿会は，高齢者の安否確認を各班長とは別におこない，本部に報告する．

 民生児童委員は，要支援登録者に対し，本部と連携しながら支援活動をおこなう．

1. 初動安否確認・救援・救護及び初期消火は，隣近所・班員の協力によりおこなう

2. 同時に，各人判断による迅速な近隣班および区への情報伝達により，隣接の班およ

び区による隣近所・各班での初動対応に対する救援体制を築く．

地震時初動対応

1. 各班内で，班長或いは代行者を情報総括者と決定する．

＊班長不在でかつ代行者を定められない班の班総括者は、隣接班の班長或いは代行者が代

行する．

2. 班長或いは代行者は，各戸の直接訪問により班内各家庭の罹災状況および安否の確認をお

こなう．

3. 班長或いは班長代行者は，迅速に各区長（代行者）に班員罹災および安否情報を報告する．

地震時初期連絡


